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はじめに 

 

 社会福祉法人勝曼会 拠点施設バウムあすみの丘は利用者の人権を守り、安全

で健やかな生活を確保するため、老人福祉法、介護保険法等の趣旨を踏まえると

ともに、「高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支援に関する法律」（以下

「高齢者虐待防止法」と略す。）第２０条で求められている、高齢者虐待の防止

等のための措置を明確にするため本マニュアルを策定する。 

 

 

目    次 

 

１．基本方針 

 

２．虐待の定義 

 

３．虐待の種類 

 

４．施設長及び管理者の責務 

 

５．職員の責務 

 

６．虐待防止対策フロー 

 

７．虐待防止対策委員会 

 

付 １．高齢者虐待 自己チェックリスト（一般職員用、管理者用） 

  ２．高齢者虐待 チェックリスト（気づき編） 

  ３．高齢者虐待リスク・アセスメントシート（シート、シートの説明） 

  ４．虐待兆候発見報告書 

 

 

 

 

拠点施設バウムあすみの丘とは・・・ 

特別養護老人ホームバウムあすみの丘、ショートステイバウムあすみの丘及び看護小 

規模多機能型居宅介護施設ばうむかわのべの３事業所で構成する施設の総称 
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１．基本方針 

（１）苦情処理の徹底 

 

  施設内における高齢者虐待を防止するために、拠点施設バウムあすみの丘

は、利用者及びその家族等からの苦情について、真摯に受け止め、これを速や

かに解決するよう最大限の努力をする。 

 （高齢者虐待防止法第２０条参照） 

 

（２）虐待の早期発見 

 

  日々の利用者のモニタリングにより、高齢者虐待の兆候を早期に発見する

よう努めるとともに、兆候が現れた利用者については、速やかにサービス担当

者会議を開催し、その状況について分析し、虐待の有無を検証する。 

 （高齢者虐待防止法第５条第 1項参照） 

 

（３）市町村への通報 

 

  職員は、施設内外での高齢者虐待の早期発見に努め、高齢者虐待を受けたと

思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報する。 

 （高齢者虐待防止法第２１条第１項、第６項参照） 

 

  またこの通報した職員に関し、そのことを理由として、解雇その他不利益な

取り扱いは行わない。 

 （高齢者虐待防止法第２１条第 7項参照） 

 

２．虐待の定義 

 

本マニュアルでいう高齢者虐待とは、介護施設において、介護職員等が意図 

的に利用者に対して不適切な取り扱いをすることをいう。 

 

３．虐待の種類 

 

（１）身体的虐待 

 

  身体に外傷が生じ、または生じる恐れがある暴行、手荒い扱いをするこ 

 と。 
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 （２）介護の放棄・ネグレクト 

 

   利用者を衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、その他利用を 

擁護すべき職務上の義務を著しく怠ること。 

 

（３）心理的虐待 

 

   利用者に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、その他利用者に心 

理的外傷を与える言動を行うこと。 

 

（４）性的虐待 

 

   利用者にわいせつな行為をすること、また利用者にわいせつな行為をさ 

せること。 

 

（５）経済的虐待 

 

   利用者の財産を不当に処分、使用すること、また利用者から不当に財産上 

の利益を得ること。 

 

４．施設長及び管理者の責務 

 

施設長及び管理者は苦情処理の体制を整備するとともに、職員に対する

高齢者虐待に関する研修の実施、虐待防止の各種措置を講ずる責務を負う。 

  （高齢者虐待防止法第２０条参照） 

 

５．職員の責務 

 

   職員は日頃より、利用者のモニタリングを励行し、虐待を受けたと思われ 

  る利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報する。ここでい 

  う「思われる」というのは、確たる証拠を必要とするものではない。 

   また職員は、虐待に至らないまでも、その兆候を発見したときには、速や 

  かに施設長及び管理者に報告する責務を有する。 

 

〇 通報先 

千葉市保健福祉局高齢障害部介護保険事業課  ０４３-２４５-５６２１ 
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若葉保健福祉センター高齢障害支援課     ０４３-２３３-８５５８ 

千葉市あんしんケアセンター都賀       ０４３-３１２-５１１０ 

 

６．虐待防止対策フロー 

 

（１）利用時の虐待リスクを評価する。 

 

① 計画作成担当介護支援専門員は、利用時に当該利用者の虐待リスクを評

価する。（「虐待リスク・アセスメントシート」を使用） 

② 施設長及び管理者は上記の結果、虐待リスクが高い、又は要注意の場合

は、全職員に口頭ないし文書で通知し、注意を喚起する。 

 

【疑わしいときの虐待リスク・アセスメントのフロー】 

 

① 疑わしいときの状態把握 

② 虐待リスク・アセスメントの実施 

③ 虐待リスク・アセスメントシートの作成 

④ リスク評価： リスク高い…職員に周知し注意喚起する。 

       注意必要……職員に周知し注意喚起する。 

       低リスク……見守りを継続する。 

 

（２）モニタリングにより虐待の兆候を早期に発見する。 

 

① 施設の全ての職員は、虐待の兆候があった場合、「虐待兆候発見報告書」

に記入し、施設長及び管理者に直接提出しなければならない。 

 

② 施設長及び管理者は「虐待兆候発見報告書」が提出された場合、緊急で

虐待防止対策委員会を招集しなければならない。 

 

③ 緊急虐待防止対策委員会においては、必要に応じて虐待の被害者及び加

害者として疑われる人を出席させることができる。 

 

④ 当該利用者のサービス担当者会議を開催し、虐待の可能性について慎重

に調査し、５日間以内に「虐待兆候調査報告書」を施設長に提出する。 

 

⑤ 施設長及び各事業の管理者は「虐待兆候調査報告書」を慎重に検討し、
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速やかに対応を講じる。 

⑥ 虐待が認められた場合ないしは、かなりの確度で虐待が疑われる場合、

施設長及び各事業の管理者は速やかに、行政に報告するものとする。 

 

【虐待兆候発見時のフロー】 

 

① 虐待兆候の発見 

 

② 虐待兆候発見報告書の作成 

 

③ 施設長へ虐待兆候発見報告書を提出 

 

④ 施設長は緊急虐待防止対策委員会を招集 

 

⑤ 緊急虐待防止対策委員会を開催 

 

⑥ 非虐待者との面接等による情報収集 

 

⑦ 虐待兆候調査報告書の作成 

 

⑧ 施設長は虐待の有無を判断 

 

⑨ 虐待あり……千葉市に報告 

 

⑩ 不明の場合…継続調査を職員に指示 

 

⑪ 虐待なし……調査終了、通常の観察 

 

７．虐待防止対策委員会 

 

施設内における虐待防止のための具体的実行対策として、「虐待防止対策委 

員会」を拠点施設バウムあすみの丘に設置する。 

拠点施設バウムあすみの丘における各部署の代表者が、定期的に委員会を 

開催し、日常の虐待防止のための活動状況の確認、日常業務の中で気づいたこ 

との報告、拠点施設バウムあすみの丘における身体拘束の状況確認、及び研修 

等への取り組みについて話し合うものとする。 
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付　資料１

よくある 時々ある ない

よくある 時々ある ない

よくある 時々ある ない

よくある 時々ある ない

よくある 時々ある ない

自己チェックリスト【一般職員用】

利用者への体罰など

利用者の人格無視

②利用者に対して威圧的な態度や命令口調で話したことがある。

④利用者を長時間待たせたり、放置したりしたことがある。

利用者に対するプライバシーの侵害

①職務上知り得た利用者個人の情報を他者に漏らしたことがある。

③利用者の了解を得ずに居室、寝室に入ったことがある。

②利用者に対して身体的拘束や長時間正座、直立等の肉体的苦痛を与えたことがある。

利用者への差別

⑤利用者の行為を嘲笑したり、興味本位で接したことがある。

④利用者の言葉や歩き方等の真似をしたことがある。

②利用者の同意を事前に得ることなく、郵便物等の開封、所持品を確認したことがある。

③障害により克服困難なことを、利用者本人の責めに帰すような発言をしたことがある。

⑤利用者本人や家族の了解を得ずに、本人の写真や制作した作品等を展示したことがある。

⑤利用者に対する他の職員の体罰を容認したことがある。

①利用者に対して殴る、ける、その他けがをさせるような行為を行ったことがある。

③利用者に対して食事を抜く等の人間の基本的欲求に関わる罰を与えたことがある。

④利用者に対して自分の意志で開けることのできない部屋等に隔離したことがある。

①利用者を子ども扱いする等その人の年齢に相応しくない接し方をしたことがある。

②利用者の障害の程度、状態、能力、性、年齢等で差別したことがある。

④・a（男性職員が）女性利用者の入浴、衣服の着脱、排せつ等の介助をしたことがある。

④・b（女性職員が）男性利用者の入浴、衣服の着脱、排せつ等の介助をしたことがある。

①利用者を呼び捨てやあだ名、子どものような呼称で呼んだことがある。

③利用者の訴えに対して、無視や拒否をするような行為をしたことがある。

⑤担当専門医の指示によらず、職員自らの判断で薬物を使用したことがある。

⑥まだ十分にトイレで対応できる利用者にもおむつ対応したことがある。

②利用者の作業諸活動に対して、いたずらにノルマを課したことがある。

③利用者に嫌悪感を抱かせるような作業・訓練などを強要したことがある。

利用者への強要・制限

⑥自由な帰省、面会、外出を一方的に制限したことがある。

⑤無理やり食べ物や飲み物を口に入れたことがある。

④日用品等の購入を制限したことがある。

①利用者に対して、わいせつな発言や行為をしたことがある。
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付　資料１

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

外部からのチェック

苦情、虐待事案への対応等の体制整備

③職員の悩みを相談できる相談体制を整えている。

②虐待防止や権利擁護に関する委員会を施設内に設置している。

①虐待防止に関する責任者を定めている。

利用者の家族との連携

③職員として利用者の家族から信頼を得られている。

②利用者の家族と支援目的が共有できている。

①利用者の家族等と定期的に連絡調整が図られている。

④実習生の受け入れや職場見学を随時受けている。

③地域ボランティアの受け入れを積極的に行っている。

②施設事業所の監査において、虐待に関わるチェック等を実施している。

風通しの良い職場環境づくりと職員体制

③適正な職員配置ができている。

②上司や職員間のコミュニケーションが図られている。

①職員会議等で情報の共有と職員間の意思疎通が図られている。

職員への意識啓発と職場研修の実施

③職員の自己研鑽の場が設けられている。

②職場での人権研修等が開催されている。

①職員への人権等の意識啓発が行われている。

②虐待防止マニュアルやチェックリスト等について、職員に周知徹底するとともに活用している。

④施設内の虐待事案の発生時の対処方法、再発防止策等を具体的に文章化している。

規定、マニュアルやチェックリスト等の整備

①倫理綱領、職員行動規範を定め、職員への周知ができている。

⑤利用者の家族から情報開示を求められた場合は、いつでも応じられるようにしている。

①虐待の防止や権利擁護について、外部専門家による職員の評価、チェックを受けている。

④個別支援計画を作成し、適切な支援を実施している。

③緊急やむを得ない場合の身体拘束等の手続き、方法を明確にし、利用者や家族に事前に説明を行
い、同意を得ている。

自己チェックリスト【管理者用】
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付　資料２

住所：

　　などがあります。）

チェック日：　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

チェック者：

事業所名：

□　病気であるのに医師の診断を受けさせない。

□　ベッドから落ちないようにしばりつける。

□　介護が大変なので入浴をさせず、高齢者の身体から異臭がする。

□　部屋の中にごみを放置するなど、ひどい住環境で生活させる。

□　水分や食事を十分に与えていないため、脱水症状や栄養失調の状態にある。

□　高齢者宅からの怒鳴り声、悲鳴、うめき声や物を投げる音がする。

□　高齢者の年金や預貯金を管理し、本人に無断で使う。

□　高齢者が食事をなかなか食べないので、介護者が無理やり口に入れる。

□　高齢者が話しかけているのを意図的に無視する。

□　経済的な問題はないのに費用のかかるサービスを受けさせないなど、高齢者のため

　　 にお金をかけない。

□　高齢者に元気がなかったり、不自然な体重の増減がある。

□　高齢者が過度の恐怖心、おびえを示す。あるいは、強い脱力感、あきらめ、なげやりな

※　気になることがありましたら、お近くの相談機関に連絡してください。

　（相談機関とは、市区町村の介護保険課、地域包括支援センター、保健所（保健センター）

高齢者虐待チェックリスト（気づき編）

あなたの身の回りで、このようなことはありませんか？

チェックしてみましょう。

□　いうことを聞かないので、ののしったり、叩いたり、蹴ったりしてしまう。

　　 態度をみせる。

□　失禁したことを責めたり、人前でそのことを話し、恥ずかしい思いをさせる。

□　外見が悪いので、外出させないように閉じ込めたり、訪ねてくる人があっても会わせ

　　 ない。

□　認知症により徘徊するので部屋に鍵をかける。
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付　資料３

判断の目安 レッド：①が○で②③に〇がある場合、もしくは①が○ないし×で④に〇がある場合
　　　　　　　　　　　　　⇒緊急保護の検討
イエロー１：①～④に○はないが、⑤と⑥に○⇒保護の検討、もしくは集中的援助
イエロー２：①～⑥に○はないが、⑦もしくは⑧に○⇒集中的援助、もしくは防止のための保護検討
イエロー３：①～⑧に○はないが、⑨に○⇒継続的、総合的援助

イエロー３

［　］長期にわたる虐待者・非虐待者間の不和の関係（　              　　　　　　）

［　］虐待者・非虐待者の共依存関係（　　　　              　　　　　　　　　　　　　）

［　］虐待者が暴力の被害者（　　　　             　  　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］その他の家族・親族の無関心（　　　　　                　　　　　　　　　　　　　）

［　］住環境の悪さ：狭い　非虐待者の居室なし　非衛生的

　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　）

⑨　虐待につながる家庭状況があるか？

［　］精神疾患（　        　　　　　　　　）     　        依存症（　　　        　　　　　　）

　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　　　　　　　）

⑧　虐待者に虐待につながるリスク要因があるか？

［　］非虐待者への否定的感情や態度（　　　　　　　             　　　　　　　　　　　）

［　］重い介護負担感（　　　　　　 　　                　 　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］介護疲れ（　　　　　　　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］認知症や介護に関する知識・技術不足（　　              　　　　　　　　　　　　）

［　］性格的問題（偏り）：衝動的　攻撃的　粘着質　依存的

　　その他（　　　　　　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　その他（　　　　 　                       　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑦　非虐待者に虐待につながるリスク要因があるか？

イエロー２

［　］認知症程度：　Ⅰ　Ⅱa　Ⅱb　Ⅲa　Ⅲb　Ⅳ　M

［　］問題行動：徘徊　暴力行為　昼夜逆転　不穏興奮　失禁

　　その他（　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］寝たきり度：　J1　J2　A1　A2　B1　B2　C1　C2

［　］性格的問題（偏り）：衝動的　攻撃的　未熟性　支配的　依存的

　　　その他（　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

イエロー１

［　］頭部打撲　顔面打撲・腫脹　不自然な皮下出血　やけど　刺し傷

　　 極めて非衛生的　極端な怯え　その他（　               　　　　　　　　　　　　　）

⑥　繰り返されるおそれが高いか？

［　］習慣的な暴力　新旧の傷・あざ　入退院の繰り返し

　　　その他（　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］虐待者の認識：虐待の自覚なし　認めたがらない　援助者との接触回避

　　　　その他（　　　　　                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］虐待者の精神的不安定・判断力の低下　非現実的な認識

［　］障害・疾患：知的障害  　精神疾患（　       　　　）   　依存症（　       　　　）

　　　その他（　　　　 　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］経済的問題：低所得　失業　借金　非虐待者への経済的依存

　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤　今後重大な結果が生じるおそれの高い状態がみられるか？

［　］非虐待者自身が保護を求めている

　　（　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］虐待者が高齢者の保護を求めている

　　（　　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③　当事者の訴える状況が差し迫ったものか？
［　］「殺される」「○○が怖い」「何も食べていない」等の訴えあり
　　(　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］「何をするかわからない」「殺してしまうかもしれない」等の訴えあり
    （　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　              　）

高齢者虐待リスク・アセスメントシート
当てはまる場合には［　］に○を記入し、該当するものを◯で囲む

関連情報、あるいは強みや良い点を記入
当てはまらない場合は×。情報が未収の場合は未記入のまま

①　非虐待者は意思疎通が可能か？

レッド

［　］できる　　×の場合：（　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②　当事者が保護を求めているか？

④　すでに重大な結果が生じているか？

［　］例：頭部外傷（血種　骨折）　腹部外傷　意識混濁　重度の褥瘡

　　  重い脱水症状 脱水症状の繰り返し　栄養失調　全身衰弱

　　　強い自殺念慮 その他（                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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付　資料３

１．活用目的

①　支援の緊急度、方向性の判断

　　

　　虐待を受けている高齢者を「緊急保護」するか否かという支援緊急度の判断の際に、

　　また、「保護」するか在宅での「集中的援助」とするか、あるいは、在宅での「継続的、総合的援助」

　　とするか、という支援の方向性を判断する際に活用する。

②　情報の整理と認識の共有

　　ネットワークミーティングやケースカンファレンスを行う際、参加者のもつ情報を整理し、事例に

　　関する共通認識を形成していくために活用する。

③　必要な情報の確認

　　必要な情報を収集・確認できているかどうかチェックするために活用する。

２．留意点

①　あくまでも保護・援助の必要性判断のための補助的道具であるので、これを機械的に適用す

　　ることは避ける必要がある。

②　リスク要因だけでなく、リスク要因を緩和するような当事者の強み、よい点、長所（ストレング

　　ス）についても探索し、記入するようにする必要がある。

③　シートに記載された情報だけで支援プランを立てることは困難である。事例の全体像を把握

　　し、なぜ虐待が起きているのか、防げない要因は何かを理解したうえでプランを検討する必要

　　がある。

④　そのためには、シートに記載されていない情報、例えば、家族歴や生活史、近隣との関係など

　　についても収集することが求められる。

　
【資料】　副田あけみ『ソーシャルワーク研究室』（ｈｔｔｐ：//members3.jcom.home.ne.jp/asoeda/)参照

高齢者虐待リスク・アセスメントシートの説明
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付　資料４

対象のご利用者様はご自身の状況や意思を伝えることができますか？

□　できる □　できない

疑わしいと思った理由

□　ご本人様より訴えがあった。 □　目撃した。

□　職員が会話の中で気づいた。 □　その他

□　痕跡（傷、異臭など）がみられた。

詳細

疑わしいとする虐待の種類

□身体的虐待 □心理的虐待 □性的虐待 □介護放棄・ネグレクト □経済的虐待

ご利用者氏名：　      　　　   　　　　　　　　

虐待兆候発見報告書

報告者：　　　　　　　　　　　　　

　　                    発見日時：　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


